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　In order for elderly persons requiring care to live with dignity in the community, the authors believe 
it is crucial to ensure occupational justice. The purpose of this research was to ascertain the status of 
occupational justice for persons requiring care, and this was done by investigating the living situations of 
persons receiving in-home care services, and their actual conditions of and need for social participation. 
The aim was to find the best approach for supporting persons requiring care. The subjects were 178 
persons receiving in-home care services in Kitanakagusuku Village, Okinawa, and they were compared 
against a control group (75 participants in primary and secondary preventive projects). The survey items 
were: basic personal attributes, problems, hopes for community activities, and work activities (main 
current activities, activities which give life purpose, activities the subject wants to try in the future). 
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Based on this research, it is conjectured that persons receiving in-home care services are susceptible to 
occupational injustice, and there is a risk of depression resulting from the vicious cycle whereby they 
are alienated from and deprived of work activities. In addition, it was found that, in order for persons 
requiring care to have something which gives their life purpose, there is a need, as a precondition, for 
them to have a sense that they are currently engaged in some activity. The study points out that, to support 
elderly persons requiring care, it is crucial to create systems and environments which are responsive to 
the specific, individual needs of the care users, and reflect their cultural background, tastes due to gender-
related differences, and respective sense of values.
● ● ○　Key words　地域密着型実践 community-based practices ／ QOL quality of life ／作業的公正 occupational 
justice ／高齢者 elderly person ／介護保険 long-term care insurance
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版統計分析パッケージ SPSS20.0 使用）。0.05 未満の
p 値を統計的な有意差とした。






178 人中 63 人（35.4%）で、その内訳は、男性 23 人、
女性40人、年齢51～99歳（平均80.6±10.4）であった。
（2）介護保険等級
　63 人中 5 人は 65 歳未満の第 2 号被保険者であっ
た。介護保険等級の内訳は、非該当0、要支援1が1人、
要支援 2 が 9 人、要介護 1 が 17 人、要介護 2 が 16 人、
要介護 3 が 9 人、要介護 4 が 5 人、要介護 5 が 3 人、
不明 3 人であり、要介護 1 と要介護 2 で大半を占め
ていた。村全体の平成 24 年 8 月の介護保険統計量




2 ～ 8 人、同居者の構成は多様で、配偶者と 2 人暮
らしが最も多く 13 人（20.6%）、次いで息子と 2 人
暮らしあるいは配偶者と息子の 3 人暮らしが同数で
5 人（7.9%）であった。ひとり暮らしは 5 人（7.9%）で、







62 人（98.4%）であり、このうち 38 人（60.3%）が
二つ以上の重複した疾患をもっていた。上位から高
血圧 25 人（39.7%）、脳卒中 20 人（31.7%）、認知症
19 人（30.2%）、心臓病と糖尿病は同数で 8 人（12.7%）
であった（重複回答あり）。通院頻度は、月に 1 回
程度が 44 人（69.8%）と最も多く、次いで月に 2 ～




回収率は、75 人中 58 人（77.3%）で、その内訳は、









48 人 (82.3%) であり、このうち 31 人（64.6%）が二
つ以上の重複した疾患を持っていた。上位から高血
市町村名














2,923 1,425 1,498 541 55 81 85 93 73 87 67 445 307 26 112 96
（％） 48.8 51.2 10.2 15.0 15.7 17.2 13.5 16.1 12.4 69.0 5.8 25.2 17.7
対象群 * 58 7 51 63 1 9 17 16 9 5 3 63 55 8 0 0
（％） 12.1 87.9 1.6 14.3 27.0 25.4 14.3 4.8 4.8 87.3 12.7 0 0
表 1　北中城村介護保険統計（平成 24 年 8月）と対象群の属性比較
出典：沖縄県介護保険広域連合統計情報（平成 24 年 8 月）を参考に抜粋。
注：* 対象群は、65 歳未満の第 2 号被保険者 5 名が含まれている。
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圧 31 人（53.4%）、高脂血症 16 人（33.3%）の保有
者がおおく、その他の疾患は低率であった（重複回
答あり）。通院頻度は、月に 1 回程度が 25 人（58.1%）
と最も多く、2 月に 1 回程度の受診が 6 人（14.0%）、
3 か月に 1 回程度が 4 人（23.3%）、週に 1 回以上お





数 59 人中 29 人（49.2%）であった。コントロール
群では、有効回答数 56 人中 16 人（28.6%）であった。
うつ予防・支援の該当者が対象群において有意に高
かった（χ2 = 5.109, df = 1, p = 0.024）。
（2）困りごと
　現在の生活で困っていることに対して、対象群の
























（困っていること） （人） （％） （人） （％）
食事の準備や調理など 8 12.9 2 3.9 
部屋の掃除や整理整頓 11 17.7 5 9.8 
衣類の洗濯　　　　　 4 6.5 0 0.0 
買い物 5 8.1 2 3.9 
貯金や通帳などお金の管理 9 14.5 1 2.0 
規則正しい生活をすること 4 6.5 3 5.9 
バスや電車などの公共交通機関の利用　　　 5 8.1 2 3.9 
近所づきあい 3 4.8 0 0.0 
家族や親戚とのつきあい 8 12.9 3 5.9 
余暇の過ごし方　 4 6.5 1 2.0 
仕事のこと 1 1.6 0 0.0 
服薬管理　　　　　 4 6.5 0 0.0 
健康管理 11 17.7 6 11.8 
急に具合が悪くなったときの相談や対処 8 12.9 5 9.8 
電話やインターネットの利用 3 4.8 1 2.0 
戸締りや火の始末など安全管理に関すること 2 3.2 4 7.8 
祖先祭祀・墓の管理 9 14.5 2 3.9 
その他 8 12.9 1 2.0 
特にない　　　 24 38.7 29 56.9 
無回答 * 1 1.6 7 12.1 
注：* 無回答の % は、各群の総数に対する割合。その他の項は、有効回答数に対する割合。
表 2　現在の生活で困っていること（項目ごとの件数と割合）





に多かったのは、「金銭管理」（χ2 = 5.468, df = 1, p = 
0.019）、「その他」（χ2 = 4.571, df = 1, p = 0.033）の 2
項目であった。統計上は有意差がなかったものの、
「祖先祭祀・墓管理」についても対象群が困ってい
















（人） （％） （人） （％）
（参加状況） 63 人中 　58 人中
参加している 11 18.0 35 66.0 
現在はしていないが、今後参加したい 10 16.4 7 13.2 
参加する気はない 40 65.6 11 20.8 
無回答 * 2 3.2 5 8.6 
（参加する理由）重複回答あり
現在参加している人 11 人中 　35 人中
生活に充実感を持ちたいから　　 4 36.4 19 54.3 
自分の技術・経験を活かしたいから 1 9.1 7 20.0 
新しい友人を得たいから　　　　 0 0.0 17 48.6 
社会参加をして視野を広げたいから 1 9.1 18 51.4 
健康や体力に自信をつけたいから　 3 27.3 21 60.0 
地域社会に貢献したいから 1 9.1 15 42.9 
近所づきあいは必要だと思うから 4 36.4 26 74.3 
その他 1 9.1 0 0.0 
今後参加したいと思っている人 10 人中 　7 人中
生活に充実感を持ちたいから　　 4 40.0 4 57.1 
自分の技術・経験を活かしたいから 0 0.0 2 28.6 
新しい友人を得たいから　　　　 1 10.0 3 42.9 
社会参加をして視野を広げたいから 1 10.0 3 42.9 
健康や体力に自信をつけたいから　 1 10.0 5 71.4 
地域社会に貢献したいから 2 20.0 4 57.1 
近所づきあいは必要だと思うから 5 50.0 4 57.1 
その他 0 0.0 1 14.3 
無回答 2 20.0 0 0.0 
（参加したくない理由）重複回答あり 40 人中 　11 人中
興味がないから 8 20.0 0 0.0 
時間がないから 2 5.0 0 0.0 
他人と関わりたくないから 9 22.5 0 0.0 
健康面で不安があるから 10 25.0 1 9.1 
その他 5 12.5 1 9.1 
無回答 16 40.0 9 81.8 
注：* 参加状況の欄の無回答の % は、各群の総数に対する割合。その他の項は、有効回答数に対する割合。
表 3　地域活動参加状況（項目ごとの件数と割合）
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ら」が 1 人（9.1%）のみで、他は無記入であった（表 3）。
　対象群の方がコントロール群と比較して有意に
「参加状況」が低く、「今後も参加する気がない」こ
とが分かった（χ2 = 29.123, df = 2, p < 0.01）。また、
参加したいと回答したのは、女性が有意に多く、参
加したくない、あるいは無回答が有意に多いのは男
性であり、性差が見られた（χ2 = 10.384, df = 2, p < 
























の活動」4 人（8.7%）であった（表 4、図 1）。
　対象群は活動を選択することが少なく、コン
トロール群と比較して「特にない」と回答する
ものが有意に多かった（χ2 = 24.175, df = 1, p < 
0.01）。
② 生きがいを感じている活動：対象群の有効回答
数 47 人中「特に無い」が最も多く 23 人（48.9%）、
次いで「友人や気の合った仲間との交流」が 10
人（21.3%）、「散歩やスポーツ」が 4 人（8.5%）、「祖


















ものが有意に多かった（χ2 = 25.099, df = 1, p < 
0.01）。また、うつ予防・支援の該当者が「特に
ない」と回答する傾向が高かった（χ2 = 5.707, df 
= 2, p = 0.058）。
③ 今後やってみたい活動：対象群の有効回答数 49
人中「特に無い」が最も多く 24 人（49.0%）、次




が 5 人（10.2%）、「老人クラブ活動」が 4 人（8.2%）、
「祖先祭祀」3 人（6.1%）、「家庭菜園」が 3 人（6.1%）
であった。その他で「元気になって外出」、「手











町内会の活動」3 人（8.1%）であった（表 4、図 1）。
　対象群はコントロール群と比較して「特にな
い」の回答が有意に多かった（χ2 = 10.442, df = 1, 
p < 0.01）。また、「今後やってみたい活動」に対
して、具体的な活動を選択できるのは、認知症




答数は、対象群では 63 人中 43 人、コントロール



























（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）
友人や気の合った仲間との交流　　　  14 26.9 10 21.3 9 18.4 14 30.4 21 50.0 4 10.8 
散歩やスポーツなど身体を動かすこと 10 19.2 4 8.5 1 2.0 16 34.8 17 40.5 5 13.5 
趣味の活動　　　　　　　　　　 8 15.4 2 4.3 7 14.3 11 23.9 11 26.2 6 16.2 
ふれあいサロン（食事会など）の参加 6 11.5 3 6.4 2 4.1 7 15.2 10 23.8 2 5.4 
祖先祭祀　　　　　　　　　　　　　　 4 7.7 4 8.5 3 6.1 11 23.9 0 0.0 0 0.0 
家庭菜園　　　　　　　　　　　 3 5.8 2 4.3 3 6.1 18 39.1 14 33.3 5 13.5 
ヒヌカン祭祀 3 5.8 2 4.3 1 2.0 12 26.1 1 2.4 0 0.0 
人に何かを教えること 2 3.8 2 4.3 1 2.0 1 2.2 0 0.0 4 10.8 
家事・育児（子・孫の世話） 2 3.8 3 6.4 1 2.0 8 17.4 6 14.3 1 2.7 
ボランティア活動 1 1.9 1 2.1 0 0.0 8 17.4 0 0.0 7 18.9 
学習や教養を高める活動　　　　 1 1.9 1 2.1 1 2.0 8 17.4 5 11.9 4 10.8 
祭り、町内会の活動　　　　　　　 1 1.9 0 0.0 2 4.1 4 8.7 3 7.1 3 8.1 
老人クラブ活動 1 1.9 0 0.0 4 8.2 8 17.4 8 19.0 6 16.2 
旅行 0 0.0 0 0.0 5 10.2 3 6.5 9 21.4 14 37.8 
世代間の交流 0 0.0 1 2.1 1 2.0 1 2.2 0 0.0 8 21.6 
収入を得る仕事　　　　　　　 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 2.7 
起業　　 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 
その他 3 5.8 2 4.3 2 4.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 
特にない　　　　 21 40.4 23 48.9 24 49.0 0 0.0 1 2.4 7 18.9 
無回答 * 11 17.5 16 25.4 14 22.2 6 10.3 10 17.2 15 25.9 
無効回答 ** 0 0.0 0 0.0 0 0.0 6 10.3 6 10.3 6 10.3 
有効回答 52 82.5 47 74.6 49 77.8 46 79.3 42 72.4 37 63.8 
注：* 無回答の % は、各群の総数に対する割合。その他の項は、有効回答数に対する割合。
　　** 無効回答とは、選択した活動が所定の回答欄に記載されず、所属箇所が不明のもの。
表 4：現在の中心的な活動、生きがいを感じる活動、今後やってみたい活動（項目ごとの件数と割合）
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63 人中 43 人
有効回答数 *
58 人中 35 人
○ ○ ○ 12 人（27.9%） 29 人 (82.9%）
○ ○ － 6 人（14.0%） 5 人 (14.3%)
○ － ○ 5 人（11.6%） 0
○ － － 2 人（4.73%） 1 人 (2.9%)
－ ○ ○ 1 人 (2.3%) 0
－ ○ － 1 人 (2.3%) 0
－ － ○ 3 人（7.0%） 0
－ － － 13 人（30.2%） 0
注：○：1 つ以上有り、－：特にない    
　　 * 有効回答数：すべての項目において回答が得られた人数（無回答・無効回答を除外）
表 5　各作業項目の有無（人数と割合）
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